
対象者 � �保育・学校関係者・保護者・医療・療育機関・施設関係者等

定員�������� 40名�（定員になり次第、締め切ります）�������参加費 20,000円（全４回⼀括）

会場�������� 難波神社�〒541-0059  ⼤阪市中央区博労町４-１-３�
      http://www.nanba-jinja.or.jp
      地下鉄御堂筋線⼼斎橋駅3番出⼝
      地下鉄御堂筋線本町駅13番出⼝より両駅とも徒歩５分。

���

2025年度 ⼤阪連続講座

��1994年、故河島淳⼦先⽣は、⾃閉症児の育児と教育に途⽅に暮れている⺟親たちが適切な育児と
教育ができるように⽀援するために、トモニ療育センターを開設されました。
�そして、地域社会の中で、将来、彼らが“より⾃由に豊かに暮らしていけるように”と願って“よりよい
育児と教育”を求め続けて来られました。その⻑年の取り組みは、発達障がい児たちだけではなく、
⾼度難聴児、きょうだい児、施設で⽣活している⾃閉症の⽅々の⽇々の⽣活にも⽣かされています。
��⼤阪での講座は、河島先⽣と⾼橋先⽣が講師として来阪くださる予定でしたが、河島先⽣が2⽉10⽇
に急逝されたので先⽣の思いを受け継いで、⾼橋先⽣と橋本先⽣が講師を引き受けて下さり、⼤阪で
の連続講座が実現することになりました。昨年10⽉には、画家・版画家として⼤活躍されている
⽯村嘉成⽒とお⽗様の和徳⽒に⼤阪府松原市までお越しいただき、幼少期から取り組まれた河島先⽣
の療育「適切な時期に適切な療育の⼤切さ」について語っていただきました。

講師�トモニ療育センター：副所⻑�⾼橋知惠⼦⽒���発達応援室みえる：代表�橋本美恵⽒

今回の河島教材を⽤いての講座で、『⽣きていく⼒をつけ、⼼を育てる育児と教育』を
皆様と共に学び、交流を深める機会となれば幸いです。皆様のご参加を⼼よりお待ちしております。

⽇時�   �2025年8⽉30⽇（⼟）・31⽇（⽇）/11⽉15⽇（⼟）・16⽇（⽇）�
�      �連続4回講座����⼟曜⽇13時〜16時�� ⽇曜⽇10時〜16時

発達障がい児の⽣きる⼒をつけ⼼を育てる育児と教育

〜全ての⼦ども達が地域社会で安⼼して暮らし、⾃⾝で選択しながら余暇を楽しむ⼈⽣を〜

講座内容����「よりよい育児と教育を求め続けて トモニの実践」
��     ※テキスト（¥3,300）をお持ちの⽅はご持参ください。
      お持ちでない⽅はご購⼊ください。
�     ��数字100並べ、タイル並べ、⾜し算九九・引き算九九タイル表、ひらがな、カタカナ、
     ���ローマ字盤、漢字盤、時計盤・かけ算九九タイル表などの河島教材を⽤いた実践指導

①⽒名（ふりがな） ②住所 ③�連絡先 ④メールアドレス 
⑤⽴場・所属 ⑥対象者の年齢・学年 
⑦講座に参加される理由、学びたいこと、困っていることなどをできるだけ詳しくご記載ください。

※お申し込み後、振込先等をメール、公式ラインでご連絡します。

主催:こども発達⽀援教室 M.U

トモニ療育センター�副所⻑ 
⾼橋知惠⼦⽒�プロフィール
1972年������� �⼤阪市⽴⼤学�家政学部�児童⼼理学科卒業�
1972年〜75年�医療法⼈恒昭会�藍野病院�精神神経科����
�      ���ケースワーカーとして勤務
1975年〜78年�名古屋⼤学医学部精神医学部教室�研修⽣
       �（臨床⼼理）
1994年6⽉�� �トモニ療育センター�副所⻑�

申込み�・問い合わせ�
tomonikosodate2025@gmail.com FAX：072-321-7703

発達応援室みえる 代表 
橋本美恵⽒�プロフィール
1989年�������� �⼤阪教育⼤学�教育学部�養護学校課程卒業
1989年〜04年��姫路市⽴⽩⿃園、
����������������  �姫路市総合福祉通園センタールネス花北勤務
2004年〜20年��ひょうご発達障害者⽀援センター�クローバー勤務
2020年〜������ 発達応援室みえる�代表


